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聖心女子大学 『宮代サステイナブルキャンパス プロジェクト～SDGsの先へ～』 
 

<活動紹介（目的・概要）>  
・サステイナブルキャンパスづくりを通して、本学の学生と教職員の協働、大学と地域社会との対話を促進し、建学の 

精神である「人のために動き、共存社会のために働きかけること」を「当たり前」のこと(聖心らしさ)とし、地球規模の 

課題を自分ごととして捉え、キャンパスワイドで日常的に行動する文化を創り出します。 

・サステイナブルキャンパスを学生主導型で作り出すことにより、地域社会の一員として持続可能な社会の実現に向け、

積極的に働きかけられるサステイナビリティリーダーを育成していきます。 

 
ペットボトルキャップの回収と支援活動    キャンパス内でオーガニックコットン栽培     グリーンキャンパスマップ制作の検討 

 

①学生のイニシアティブよる学生主導型サステイナブルキャンパス 

これまで本学では、学生が中心となってキャンパス内のエネルギーや食(フードロス)、水、プラスチックを含めたゴミ(廃棄

物)、温暖化への緩和・適応など、実践的な活動が積み重ねられてきました。多くの課外活動団体が関わっていますが、

主な団体としては、Earth in Mind (2007 年活動開始)、Green Thumb (2010 年活動開始)、はなはな SDGs(2017 年活動開

始)、M.S.S.S.(1948 年大学創立時から活動)、SFT(2006 年活動開始)、SHOC project(2016 年活動開始)などが挙げられ

ます。 

②プロジェクトを支える基盤的取組み 

2017年 4月に、大学の付属機関としてグローバル共生研究所(Sacred Heart Institute for Sustainable Futures)が設立さ

れ、気候変動問題のような地球規模の課題に係る教育・研究活動に加え、地域や社会に向けた情報発信を重ねていま

す。2020年 5 月には、日本の女子大学として初めて、「気候非常事態宣言」(CED)を発出しました。 

③地域に根差したアーバン・サステイナビリティ(都市部の持続可能性)活動 

本学は 2023年に創立 75 周年を迎えます。そのため、新たにグリーンキャンパス計画（宮代グリーンプロジェクト）を立ち

上げ、脱炭素型社会への転換も意識しながら、渋谷区で緑被率 3 位の広尾 4 丁目(旧宮代町)の緑化維持・促進に貢献

して参ります。 

 

＜活動の経緯＞ 
これまで聖心女子大学では、教育理念のもと、幅広く社会貢献活動が行われてきており、ボランティア活動、災害復興支

援活動のみならず、SDGs を軸に持続可能社会の実現に向け様々な社会への働きかけをしてきました。近年、持続可能

な社会の重要性が高まるなか、SDGs をめぐる世界的な共通課題としてアーバン・サステイナビリティが喫緊の課題とし

て挙げられていますが、渋谷区広尾(旧宮代町)に位置する本学が、これまでの意識と知識の蓄積と実践への意欲を一

つにまとめ、学生・教職員が一体となって持続可能なキャンパスづくりを実現するため、「宮代サステイナブルキャンパス 

プロジェクト～SDGs の先へ～」と名づけました。パンデミックの影響で停止を余儀なくされた諸活動と大学全体の再活性

化を目指し、これまでの活動を更に発展させていくものです。 

 

＜ひとこと＞ 
今回の受賞は、学生の活動を中心に持続的に実践してきた本学の社会貢献活動が認められたもので、学生、教職員一

同、大変嬉しく思っております。本学は来年創立 75 周年を迎えますが、これを機に、これまでの活動を軸としつつ、近隣

地域のサステナビリティを目指すコミュニティメンバーの一員として、学生・教職員が一体となって、渋谷区の皆様と一緒

に更に発展させていきます。 

 

＜問い合わせ先＞ 
聖心女子大学公式 WEBサイト： https://www.u-sacred-heart.ac.jp/news/20221028/12685/ 

メールアドレス： koho@u-sacred-heart.ac.jp 
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